
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山形市千歳コミニュティセンター） 

 

 

 

    

 

 

                                

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 被災から１年 8 ヶ月が過ぎ、山形県に避難している町民の皆様から「地元浪江の話をする場が

ほしい」との要望があり、第１回の交流会を開催しました。その中で家庭料理を作って若い世代

にも、浪江の食文化を伝え親睦を図ろうと、すいとん汁、ホッキ飯、紅葉汁等を作りました。 

当日は、50 名程の参加者が和気あいあいと自分の得意な料理作りに取り組み、どの料理も、とて

もおいしく出来上がりました。全員で浪江の味を堪能しながら、自己紹介や近況報告など楽しい

ひと時を過ごしました。その様子は、ＮＨＫで放映されると作ってみたいとの問い合わせが寄せ

られ、現在レシピを作成し配布する方向で進めています。 

 

  

 

 

 

いずれかでお申込みください。  

 

 

平成 24 年 12 月発行 
浪江町役場生活支援課山形駐在 
 復興支援員 佐藤，畠山，天野 
TEL：０８０-６２９４-５９８３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近まで、今年は暑い日が続いていましたが、この頃は山形も朝夕 めっきり涼し

くなり一気に秋めいてきました。 

 スポーツの秋を満喫しようと 10 月 7 日に山形市スポーツセンターで、「山形市民

スポーツフェスタ 」が開催されました。 

 「山形市民スポーツフェスタ」が開催中に、同施設内に開設されている山形市避

難者交流支援センター内のブースを借りて「浪江町サロン」を開催しました。   

なみえの花・コスモスをテーブルに飾り、ご夫婦で来られた方、子供連れで来ら

れた方などで、準備した席は満席になり、浪江の話、現在の話、これからの話など

で、盛り上がり楽しい時間を過ごしました。 

 山形市避難者交流支援センターでは、このイベントに合わせて飲食ブースに、高

橋昭太郎さんの「浪江焼きそば」の移動販売を設け、Ｂ１グランプリで 有名な「浪

江焼きそば」を求めて、山形市民も長い列を作りました。 

また、ステージでは、門馬よし彦さん（浪江町）と七宮史浩さん（福島市）のユニ

ット「涼風」のスペシャルライブを開催して、すてきな歌声を響かせました。 

 

 １１月３日 山形市の山形国際ホテルで、離れ離れになっ

た浪江の人達と交流を深め「絆」をより強くするために「町

づくり ＮＰＯ新町なみえ」主催で、理事の大友さんと草刈

さんが来られ「なみえのしゃべり場」を開催しました。 

昼食を食べながら歓談に盛り上がりました。 

  

 

 １２月１６日南陽市赤湯スナック「エルベ」で、置賜地方の人を

中心に、なみえクリスマス会を開催しました。 

 スナック「エルベ」は、浪江町権現堂で営業されていました福原

三重子さんが、南陽市に再開オープンしたお店です。 

 山形県も１２月に入り雪が降り始め、日中も大分寒い日が続きま

したが、久しぶりに雪も降らず、１２月にしては、暖かい日となり

ました。 

大人２２名 子供１１名、にぎやかなクリスマス会となりました。 

 山形の生活も慣れてきた人も多くなってきましたが、            

久しぶりに浪江の人達に会うことが出来、皆さん話も弾みました。

特に子供達は、外に出て雪投げをしたり、親達の前で上手にクリス

マスケーキを作り「きよしこの夜」を歌い、大はしゃぎでした。 

 大人たちもみんな楽しかった、また会いましょう、と言う事で今

後も絆を大切にしようと毎月第４日曜日に集まりいろいろ行事等

を企画していくことになりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浪江から山形県内に避難している方の数（平成 24 年 10 月現在） 

253 名（105 世帯）  

 

  

  

 

[村山地域] 

山形市 58 名（23 世帯） 

 上山市 10 名（4 世帯） 

 天童市 9 名 （6 世帯） 

寒河江市 17 名（5 世帯） 

  河北町  4 名 （1 世帯） 

 東根市 2 名 （1 世帯） 

尾花沢市 2 名 （1 世帯） 

 村山市 2 名 （2 世帯） 

中山町 7 名 （2 世帯） 

山辺町 2 名 （1 世帯） 

  

[置賜地域] 

米沢市 37 名（16 世帯） 

 南陽市 13 名（5 世帯） 

 長井市 21 名（8 世帯） 

 白鷹町 8 名 （3 世帯） 

 高畠町 14 名（7 世帯） 

 川西町 1 名 （1 世帯） 

 飯豊町 1 名 （1 世帯） 

[最上地域] 

舟形町 4 名（1 世帯）  

[庄内地域] 

鶴岡市 14 名（5 世帯） 

 庄内町 4 名 （1 世帯） 

 酒田市 23 名（11 世帯）  

・山形ならではの企画、情報発信 

・行政への要望伝達 

 

 

 



 

 

 

 

 

｛ 双葉郡交流会 ｝ 

主催 山形市避難者交流支援センター 

日時 １月１１日（金曜日）１０時から１２時 

場所 山形市総合スポーツセンター３階会議室 

終了後近くの飲食店で昼食を取りたいと思います。（実費） 

昼食に参加する人は、準備の都合のため復興支援員まで連絡ください。 

双葉郡交流会のみに参加の場合は、山形市避難者交流支援センターに連絡でも可 

問い合わせ、申し込み 

 浪江町復興支援員山形駐在 ０８０－６２９４－５９８３ 

 山形市避難者支援交流支援センター ０２３（６２５)２１８５ 

 

浪江町役場生活支援課 浪江復興支援員山形駐在 
〒９９０－０８３４ 

山形市清住町 3-1-23 山形の公益活動を応援する会アミル事務所内 

ＴＥＬ：０８０－６２９４－５９８３ 

ＦＡＸ：０２３－６７４－０８０８（アミル内） 

■ブログ：http://blog.yamagata-npo-volunteer.net/~amill2/ 

  浪江町ホームページの浪江町復興支援員ブログ（山形県）でみられます。 

編集後記 

 私達浪江町復興支援員３名は、山形駐在として山形県内に避難した町民と行政、町民と

町民のつなぎ役として、８月より山形市内にあるＮＰＯアミルの事務所をお借りして活動

しております。 

 山形の人は、温かくて思いやりがある、医療機関も近くに有り、子供達も安心して遊べ

る場も有り助かります。ただ雪が多いのだけは苦労します。そうした山形の生活に少しは

慣れてきたようですが、先が見えない町民の不安や、悩みを少しでも和らぐようお手伝い

したいと思い訪問活動や、交流会を企画、開催しています。 

みなさんの声を反映しながら、活動して行きたいと思いますので、こんな事をやりたい等

要望が、有りましたら連絡ください。 

  

 

 

 

｛ 集まろう会 ｝ 

主催 浪江町復興支援員山形駐在 

日時 １月２７日（日曜日）１１時 30 分から１４時 

場所 南陽市赤湯８３８－４２スナック「エルベ」 

問い合わせ（詳細は後日連絡します） 

 浪江町復興支援員山形駐在 ０８０－６２９４－５９８３ 

 

http://blog.yamagata-npo-volunteer.net/~amill2/

